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ページで分かる今年度の活動概要

本ゼミは、地域住民の平均所得の向上こそが地域を活性化すると考え最終目標に定めた。
そこで、最終目標を達成するために以下に示すように長期～短期の目標を本年度は定義し
た。さらに本年度は つの短期目標を達成するために３つのチームに分け活動を行った。

最最終終的的なな目目標標：：長長岡岡市市のの平平均均所所得得をを上上げげるる
対対象象：：長長岡岡地地域域のの子子供供達達にに情情報報技技術術者者をを目目指指すすききっっかかけけ作作りり

目目標標
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各各チチーームムのの取取組組

募募集集チチーームム
・・応応募募フフォォーームムのの改改良良

を用い応募フォーム
にプログラム設定

募集開始と締め切りを自自動動化化

・・保保護護者者向向けけ資資料料のの作作成成

児童の学ぶ気持ちを支援するために保
護者向けにプログラミング教育の必要
性を示す資料の作成

第 ・ 回教室で保保護護者者にに配配布布

・・募募集集チチララシシのの作作成成

児童を引き付けるチラシの工夫

表：親親ししみみややすすいいデデザザイインン
裏： ココーードドかからら申申しし込込みみ

・・募募集集チチララシシのの小小学学校校へへのの配配布布

昨年度から大幅に募集対象校を拡大

昨年度：長岡大学周辺４４校校
今年度：長岡大学周辺 校校

・・外外部部教教育育機機関関とと共共同同ででのの教教室室開開催催

外部教育機関との協力関係の構築

なな がが おお かか 技技 術術 教教 育育 支支 援援 機機 構構
とと共共同同開開催催の実施

ゼミ生は主に教室の補佐に務めた

関係協力者  
・長岡技術支援機構 TESONA 様 
・長岡市教育委員会様  
・長岡大学周辺 11 小学校様 

チチーームム
ゼゼミミ ササイイトト作作成成
・・ ペペーージジののデデザザイインン・・内内容容のの作作成成

を使用し サイトを作成

募集業務フローの効効率率化化

・・応応募募フフォォーームムのの設設置置
募集チームが作成した参加応募用の

フォームを設置

サイト経由で教教室室参参加加者者にに
信信頼頼やや安安心心感感のの向向上上

外外部部教教育育機機関関とと協協力力関関係係のの構構築築
・・外外部部教教育育機機関関とと協協力力関関係係構構築築のの経経緯緯
イベントは参加したその場で終了して
しまうために継続的に学ぶ環境が必要

イベント参加者に信信頼頼ででききるる民民
間間教教室室のの紹紹介介を行った。

・・ププロロググララミミンンググススククーールルををリリササーーチチ・・学学
生生にによよるる協協力力関関係係のの交交渉渉
市内のプログラミングスクールに協力
依頼の交渉を実施

プログラミングスクール 校と
協協力力関関係係をを結結ぶぶここととにに成成功功
来年度以降も協力関係を継続し、
共共同同でで教教材材作作成成を目指す

関係協力者
・長岡技術支援機構 様
・プログラミングスクール

様
・（株） ・コンピュータサービス

様
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アアンンケケーートトチチーームム
・・アアンンケケーートトのの実実施施
市内公立小学校の教員を対象に、プログ
ラミング教育必修化による状況調査の
ためにアンケートを実施

年連続で実施し、経経年年にによよるる状状況況
変変化化をを分分析析可能

・・アアンンケケーートト依依頼頼のの電電子子化化
昨年度の回答率の低さから、依頼～回答
までのプロセスを工夫

解答率が ％％増増加加
昨年度： 校中 校校
今年度： 校中 校校

・・アアンンケケーートト結結果果のの要要点点

年に比べて問題が解消傾向
依然として授業の実施に人手が
不足している状況が継続

・・結結果果のの報報告告
アンケート結果は報告書としてまとめ、
情情報報共共有有ののたためめにに以以下下のの組組織織にに提提出出

長岡市教育委員会
市内各小学校

関係協力者
・長岡市教育委員会様
・長岡市立小学校様

教教室室開開催催
・・教教室室 回回目目（（ 月月 日日開開催催））

主催、高島ゼミ共催、長岡市教
育委員会協力で教室を開催
主担当 ：募集チーム
コンセプト：最新技術の を使った

プログラミングを体験
参加者 ：計計 名名
取材 ： 、、長長岡岡新新聞聞

・・教教室室 回回目目（（ 月月 開開催催））
高島ゼミ生のみで主催したプログラミ
ング教室の①回目
主担当 ： チーム
コンセプト：ゲーム制作を通し、

楽しんでプログラミン
グに興味を持つ

参加者 ：計計 名名
取材 ：長長岡岡新新聞聞

・・教教室室 回回目目（（ 月月 日日））
高島ゼミ生のみで開催したプログラミ
ング教室の②回目
主担当 ：アンケートチーム
コンセプト： 化や自動化を身近な

自動販売機のプログラ
ミングを通して学ぶ

参加者 ：計計 名名

取材メディア
・株式会社
「ゲツキン」 月 日放送

・長岡新聞
教室 回目 月 日掲載
教室 回目 月 日掲載
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はじめに
本ゼミナールでは地域活性化を実現する

うえで、「長岡地域の平均所得を上げる」事
を最終的な目標として考えている。地域の衰
退の大きな要因の つとして、若者の減少が
挙げられる。若者の減少理由の つは仕事と
所得である 。そこで、図１に示すように、
所得の得られる仕事があれば、若者は地域か
ら都会へと転出する理由が減ることになる
と考えた。また、それだけではなく、平均所
得の高い都市であれば近隣の都市からも転
入する人が増え、人口が増加しその人々を目
当てにした商業が盛んになり利便性も向上
し正の循環が生じると考えられる。
そこで我々は情報産業に目を付けた。理由として、情報産業は初期投資が比較的少なく、

個人事業としても開業がすることができるため、情報技術者を長岡から輩出することで情
報産業の拠点誘致や起業による職場の増加と所得の向上が つの解決策になると考えた。
また、プログラミング教育においては 年 月に告示された学習指導要領の改正

に伴い 年度より小学校において新たに必修項目として盛り込まれたている。更に、
年には大学入学共通テストにおいて情報科目が加わり 、国立大学受験には必須科

目となる。そのため、今後プログラミング教育が重要になると考えられ、有為な人材の育
成のためにも、情報技術の教育機会の充実は地域の活性化に寄与すると考えられる。
しかし、我々は情報工学を専門に専攻していないため、直接的な技術者養成や起業を行

うことは難しい。そこで、我々は長岡市内の子供たちにプログラミングを楽しんでもらう
ことで情報技術に興味を持たせ、情報技術者を目指すきっかけづくりになる活動を目指し
た。この情報技術者志望の子供を増やすという長期的な目標を達成するにはプログラミン
グ教育が継続的に発展していくことが重要であると考える。そこでこれを実現するために
我々は図２に示すように長期目標達成のロードマップとして中期、短期の目標を定めた。

図 今年度の目標図

図１ 想定する地域活性化の発展フロー
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ここで、中期目標は長期目標を達成するために必要と想定される「 年程度で達成すべ
き項目」として考えた目標のことである。さらにこの中期目標をそれぞれゼミ内で長期目
標を達成するために実施するべき内部的目標と、ゼミ外で長期目標を達成するために働き
かける外部的目標の つに分けた。ロードマップの第１段階として内部目標では、小学生
にプログラミングの本質を理解してもらい持続的な興味を持ってもらえるようプログラミ
ング教室イベント開催の仕組みの確立を目標とした。また、外部目標では活動を通じて長
岡地域全体で子どもに対する情報教育を盛り上げるために、プログラミング教育の後押し
になる活動と、公教育現場への支援の実施を中期目標として定めた。
さらに、中期目標を達成するために「１項目当たり単年度で達成可能と考えられる項目」

として短期目標を定めた。まず内部的目標については、教室実施のためのテンプレートの
確立、及び教室イベントの募集や応募、告知、参加者の管理などの内部業務効率化を目的
とした サイトの作成の２つを設定した。また、外部的目標としては、外部のプログラ
ミング教育機関との協力関係を構築すること、及び小学校教員に対するアンケートを通じ
て教育現場の現状を把握することの２つを設定した。
これらの目標を達成するために、本年度はゼミのメンバーを図 に示すように つのチ

ームに分割を行った。募集チームは教室のテンプレート確率、 チームは サイト
作成、アンケートチームは小学校へのアンケートを主たる取り組みとして据えた。それ以
外に、募集チームと チームは外部教育機関との協力関係の構築を目的に据えている
が、それぞれ実施する内容が異なっている。具体的な内容については各チームの活動報告
で後述する。また、これに加えて図 に示すように各チームで小学生向けのプログラミン
グ教室を 回ずつ開催している。

図３ 各チームの目標

以上の編成を持って 年度の高島ゼミナールは活動を実施した。本報告書は以降、
各チームの活動報告、 回のプログラミング教室の実施報告、今年度活動のまとめ、及び
付録の順で記載を行っていく。
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募集チーム活動報告
 はじめに

募集チームは今後継続的に教室イベントを実施していくことができる体制づくりや仕
組みづくりを目的に活動を行った。そのため、短期目標は「教室のテンプレート作成」お
よび「外部のプログラミング教室との協力関係を築くこと」の 点となる。 点目はプロ
グラミング教室開催に必要な募集や開催時の運営などのテンプレート化・マニュアル化を
するためのノウハウの蓄積を得るために活動を行った。加えて、プログラミング教室の重
要性を参加した児童の保護者に認知してもらうための資料の作成などを行った。また、 点
目については、長岡市全体でプログラミング教育を活性化させていくことを目的に、民間
のプログラミング教育組織と共同で教室を実施することで教室イベントの共催ノウハウの
蓄積を得るために活動を行った。

 短期目標における活動概要

つ目の短期目標、「教室のテンプレート作成」の目的である、プログラミング教室開催
を円滑に行うための体制づくりと、保護者の方に向けてプログラミング教育の重要性を認
知してもらうことを達成するために、以下の つのことについて取り組んだ。

① プログラミング教室のチラシ作成と配布
② 応募フォームの改良
③ 保護者用資料の作成と配布
④ 教室終了後の保護者・児童向けアンケート作成と実施

①はプログラミング教室イベントでの参加者募集のためのチラシの作成、及び募集のた
めに長岡市の小学校に協力いただき配布を行った。②は教室イベント実施に当たり業務効
率改善のため参加者応募フォームの改良に取り組んだ。③は教室参加を行う児童の学習意
欲を後押しするための保護者用の資料作成を行った。④は教室終了後にフィードバックを
得るため保護者と児童へのアンケートを作成し実施した。

つ目の短期目標である「外部のプログラミング教育機関との協力関係を築くこと」に
ついては、外部教育機関との協力関係の実現という目的を設定した。この短期目標につい
ては、ながおか技術教育支援機構 と共同で教室を開催することで協力関係を構
築した。ゼミ生はながおか 主催プログラミング教室を長岡大学で実施する際の
運営と補助を行った。

 年度の活動に対する反省点と改善事項の実施

本年度の募集チームの活動については、上記の短期目標達成のための活動と並行して、
年度の反省点として以下に挙げられる つの事柄についても対処した。
つ目は、募集 名に対して応募が 件しかなかったことである。新型コロナウイル

ス感染拡大の防止のため 年度の教室募集対象人数は定員 名とし、募集する小学校
を長岡市内の小学校すべてに募集をかけず、長岡大学周辺の小学校 校に絞った。そのた
め定員に対して応募が少なく、参加者を十分に集めることができなかった。
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つ目は、応募フォームの管理が複雑化していたことである。 年度は上記のように
募集をかけた 校の募集対象校別に応募フォームを作成していた。そのため、締め切り期
日の設定や定員に達したかをすべて手動で確認していたため、業務効率が悪く管理の手間
が大きくなっていた。

つ目は、参加者の応募から教室当日までの情報伝達が煩雑であったことである。参加
者に対する参加の最終確認や参加にあたっての必要物等の情報伝達を毎回個々の参加者に
対してメールでやり取りしていた。そのため、連絡のたびに大きく手間を要していた。

 今年度の活動の流れ

募集チームはチーム内で役割を分担して活動を行った。今年度の募集チームの短期目標
と具体的な活動内容を図 に示す。教室のテンプレート作成については募集チーム 名の
うち募集チラシ作成・配布に 人、募集フォーム改良に 人、保護者用資料作成に 人、
保護者・児童向けアンケート作成に 人で分担し活動した。

 募集チラシ作成・配布

募集チラシでは図 に示すように表面を児童向け、図 に示すように裏面を保護者向け
の内容にして作成した。募集チラシの表面は小学生を対象にして作成を行ったため、児童
に興味を持ってもらうため、イラストを多く使用することでプログラミング教室の楽しさ
を表現した。また、吹き出しを使用しコンパクトな表現を心掛け、児童が読みやすくなる
よう工夫した。裏面については保護者に確認したうえで申し込みをしてもらうことを目的
としていたため、必要情報の記述を成人向けの文章で記載している。この点については、
教室開催地が長岡大学であり小学校によっては遠距離になるため、保護者の同意なく児童
のみの判断で勝手に申し込みができないようにするための意味も持っている。また、
度の反省点として応募用の フォームへのスムーズな誘導ができなかったことがある。
そのため、本年度は募集チラシの裏面に保護者向けの内容と一緒に コードを添付する
ことで ページへのスムーズな誘導をできるようにした。
また、 年度の反省点から、本年度は募集チラシの配布を依頼する小学校を 校から
校へと規模を広げることにした。本年度、チラシの配布を依頼し、協力いただいた小学

校は豊田小学校、柿小学校、四郎丸小学校、栖吉小学校、川崎小学校、神田小学校、坂之
上小学校、新町小学校、千手小学校、中島小学校、宮内小学校である。

図 募集チーム短期目標別取り組み
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 応募フォーム改良

募集対象校別にフォームを手動で確認していた 年度の問題点を改善するため応募
フォームを統一し、 を用いて応募開始や定員に達した際、応募締め切
りの切り上げなどを自動化した。これにより、管理の手間を減少させることができた。
募集の流れについては、図 で示したチラシの裏にある コードを読み取ることによ

って チームが作成した サイトにアクセスできるようになっている。 サイト
から希望の開催日の教室を選び、応募フォームで申し込みするようになっている。
また、昨年の応募フォームは設問事項でメールアドレス、氏名、学年、参加理由、保護

者の参加の有無を設定していたが、参加者の事前情報として教室参加当日の交通手段の項
目を入れていなかった。そのため、参加者が会場までどのような交通手段で来場するのか
が分からず、無駄な人員配置を行うことになってしまった。そこで、本年度は応募フォー
ムに当日の交通手段を追加し、加えて情報
収取のため、プログラミングへの興味、

に関する質問、保護者への質問など
を追加した。その結果、参加者への連絡や教
室実施等のその後の対応で行うことを減ら
すことができた。
また、今年度から応募フォームを全校共

通にしたため、通っている小学校を訪ねる
必要が生じた。そのため、質問事項には図
に示すようにプルダウンリストから選択す
る形式を採用した。リストには募集する
校全てが入力されており、回答者の入力の
手間を軽減、入力ミスの防止につなげるこ

図 回目教室用配布チラシ 図 回目教室用配布チラシ

図 改良した応募フォーム
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とができた。また、 回目の教室募集の応募者が想定より少なかったために行った追加募
集で効果を発揮した。追加募集の際、学校別の募集状況をチェックして、どの学校がプロ
グラミングに興味を持っているのかを考え、追加募集のチラシを狙い撃ちすることで追加
のチラシの刷る量や送る際の郵便代を節約することができた。
ここで、参加前に応募フォームで実施したアンケート結果を示す。図 に示すように

の利用経験を問う設問では ％の児童があると答えている。一方、図 に示すよ
うに のアカウントまで保有している児童は ％のみであった。教室に参加した児
童はプログラミングに興味があり、 を使用経験はあるが、アカウントを保持して継
続的に学ぶ状況になっていないことがわかる。
一方、図 に示すように、保護者を対象としたプログラミング教育の認知状況に関す

る質問では、約 は必修化を知っているが、特に知らないとする保護者も未だに多いこ
とがわかる。また、「高校での学習」と「入試に科目入りする」がともに ％と少ないこ
とがわかった。

図 アカウントを持っているか図 を使用したことがあるか

図 プログラミング教育に対して
知っているもの
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さらに児童、保護者それぞれのプログラミングに対する興味を訪ねた回答結果を図 、
図 に示す。図 に示すように ％の参加児童が「興味がある」と回答している。ま
た、図 に示すように保護者からの回答結果でも全員が「興味がある」、「やや興味があ
る」と回答していることから、プログラミング教育に対しての意識が高いことが分かる。
しかし、 ％の児童が「興味がない」と回答しているため、まだまだプログラミングに対し
て苦手意識を持っている児童もいるということが分かる。そのため、今後もより児童に興
味を持ってもらい、プログラミング教育の定着に向けて力を入れていく必要がある。

あわせて、プログラミング教室の参加理由を訪ねる自由記述欄では表 に示すように「プ
ログラミングに興味があるから」「面白そうだから」という回答が多かった。また、少数で
はあるが、すでにプログラミングについて勉強している児童がいることがわかった。他に
も 月の教室の募集フォームでは「前回の教室が面白かったから」という回答があり、ゼ
ミ生主体で開催した教室に 回とも参加していてリピーターになってくれた児童がいるこ
とも分かった。

プログラミングに興味があるから
プログラミングを真剣に学んでいるから
ゲームを作ってみたいと思ったから。
面白そうだったから。
プログラミングに興味が出てきた時にタイミング良くこの教室を知ったからです。
パソコンに自信がなくても大丈夫、と書いてあったから。
スクラッチで遊んでいるから
アクションゲームのプログラミングが面白そうだったから
ゲームを作ることに興味をもったから
子供が大変興味を持ち参加を希望した為
ゲームが好きだから

図 保護者向け、プログラミング教
育への興味

図 児童がプログラミングをしたいか

表 参加しようと思った理由（自由記述）
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プログラミングとはどのようなことをするのかわからないので基本的な事を学びたいと思
いました。
プログラミングに興味があるから
興味があったから
前回も参加してとてもたのしかったため。
将来に役立ちそうだから
プログラミングに触れるきっかけ作りのため
自分でゲームが作れるから
子どもが興味を持ったから。
このような経験を通して少しでも興味が持てたらありがたいと思ったから。
興味を持ってもらうため

 保護者用資料作成

プログラミング教室に参加した保護者に対して、今後は小学生の時点からプログラミン
グ教育を学ぶことの重要性を伝えることを目的に図 、図 に示すように 種類の資料
を作成した。

つ目は 年から大学入学共通テストの受験科目に情報科目が追加されたことに伴
い、受験でのプログラミング教育の重要性について説明する資料である。内容はプログラ
ミングが与える大学受験への影響、高校のプログラミング学習について、中学入試でのプ
ログラミングの採用についてまとめている。

図 保護者用資料① 図 保護者用資料②
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つ目はプログラミングを学習することによって将来、役立つ可能性について説明する
資料である。内容は により仕事が減少する一方でエンジニアやプログラミングが不足
するという情報や、プログラミングを本務としない職種でもプログラミングの知識が必要
とされる将来の状況について説明をしている。
つの資料はゼミ生主体で開催した 月 日と 月 日のプログラミング教室で配

布した。

 保護者用・児童用アンケートの作成

今回、ゼミナールで開催したプログラミング教室の参加者からの意見や評価をぶんせき
するために教室終了後にアンケートを実施した。アンケートでは、教室に参加した児童が
参加前よりもプログラミングについて興味を持ったか、参加してみて楽しかったかなどの
意見を集計した。集計結果では、「教室参加前よりもプログラミングについて興味を持つこ
とができた」という参加者は児童が ％、保護者が ％を超える結果となった。このこ
とから、今年度開催したプログラミング教室を通じて、児童や保護者にプログラミングに
対する興味を持たせる契機となる活動ができたと考えられる。

 外部のプログラミング教育機関との協力関係

月 日に開催したプログラミング教室は、ながおか技術教育支援機構 共
催、長岡市教育委員会協力の体制で実施した教室であった。この共催によるプログラミン
グ教室は、今後、長岡市内全域で民間の教育団体や公教育団体と共同でイベントを実施す
ることを視野に入れ、共同活動のノウハウ蓄積を目的としている。
教室の教材や授業の実施は が主として行い、教室の準備支援や運営と授業の

補佐を募集チームのゼミ生が主となって担当した。 には教室開催前に何度か来校
いただいて、授業のやり方や当日の授業などを体験させてもらい、当日の教室で小学生の
プログラミングサポートをゼミ生が行った。また、教室の開催地は長岡大学であり、会場
の準備や、参加者の案内などを と打ち合わせながら行っている。

 反省点・改善点

今回の募集チームの活動を通し、チーム内で相互に今年度の活動を検討した結果、 つ
の反省点が挙げられた。
つ目は追加募集の効果が薄かったことである。今年度では合計で 回の教室開催を行

った。しかし、 回目の教室では募集定員である 人を満たすことができなかった。その
ため、図 、 に示すように募集チラシを改良し、 校の小学校に再配布して追加募集
を行った。結果的に、参加人数を増やすことはできたものの、募集定員を満たすことがで
きなかった。また、 回目と 回目の教室で参加者が重複していることがあったため、追
加募集の効果が薄かった。その要因として配布したチラシに児童があまり興味や関心を持
ってもらえなかった可能性があるとの意見が上がっている。そのため、来年度は、今年度
以上に児童に興味を持ってもらえるような募集チラシの作成を行っていきたいと考えてい
る。
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つ目は保護者用資料の説明をする時間を設けていなかったことである。保護者用資料
では、 月 日と 月 日の教室の最後に資料として配布しただけであったため、実
際に保護者にプログラミングの必要性を認知してもらえているのかどうかの確認ができな
かった。そのため、来年度では配布するだけではなく、しっかりと説明する時間を設ける
ように修正する必要があると考えている。

つ目は外部の教育機関と共同で開催した際にスタッフとして参加したゼミナール生の
年生が少なかったことである。第 回目の教室ということもあり、教室運営の見本とし
て学ぶ意味でも、 の補佐として共同で教室を 月 日の 回目の教室として開
催した。しかし、インターンシップやコロナの濃厚接触者などで参加できなくなった 年
生が多く、せっかくの機会を逃してしまうゼミ生が多かった。このことからゼミナール生
全員がスケジュール管理を徹底していくことが必要であると痛感した。

つ目は教室当日に参加児童の無断欠席があったことである。当日の参加者の中には
との共同教室ではあまり無かった欠席や当日の無断欠席などがゼミナール生で

主催した 回目のプログラミング教室であった。そのため、なぜ欠席が起こったのか、外
部教育機関とゼミ生で開催した教室運営の違いを探していく必要がある。

図 再配布用に改良したチラシ 図 再配布用に改良したチラシ
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チーム活動報告
 はじめに

チームは昨年度の反省点を解決するために今年度から新たに発足したチームであ
る。昨年度の活動の反省点として以下の 点が挙げられる。
①教室開催の際、全ての情報伝達を参加者一人一人にメールで行ったため伝達ミスが起
こる可能性があり、作業も非常に煩雑になった。

②プログラミング教室中に にアカウント登録をしてもらうため、メールアドレ
スの持参を依頼したが登録ができないメールアドレスがありトラブルが起きた。

③教室終了後、教室に参加してプログラミングについて興味を持ってもらうことができ
たが、その後の学習につなげられなかった。

これらの問題点を解決するために チームでは作業効率改善のための「 サイト
の作成」、継続的な学習環境を提供するための「外部プログラミング教育機関との協力関係
構築」の つを短期目標として活動を行った。

 短期目標における活動概要
「 サイトの作成」では教室参加募集をする際の情報伝達を効率化するという目的を

設定した。この短期目標については、 サイトを使用して サイトを一から構築
し、プログラミング教室などの本活動の実施事項のたびに情報を更新して運用した。
「外部のプログラミング教育機関との協力関係構築」では、教室終了後もプログラミン

グに興味を持ってもらうという目的を設定した。この短期目標については、教育提供方法
の違う つのプログラミングスクール（ 、 、 ）との協力関係を築
き、本ゼミが開催するプログラミング教室内で各スクールの紹介や特典付きチラシを配布
する取り組みを行った。

 今年度の活動の流れ

年度の諸活動について、Ｗ チームは表 に示すスケジュールで活動を行った。

ササイイトトのの作作成成 外外部部教教育育機機関関ととのの協協力力関関係係

月月
・ サイト企画・発案等 ・市内のプログラミングスクールの

数や配置等を確認

月月
・ サイトの作成 ・ 高橋様へプログラミングス

クールの紹介を依頼
月月 ・ サイトの完成 ・ 様 交渉開始
月月 ・教室募集の運営 ・ 様 交渉開始

月月
・ 様、 様 訪問 回目
・両教室とメール電話で特典交渉

表 今年度の活動の流れ
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月月
・第 回および、第 回のプログラ
ミング教室実施報告、教室参加者
への追加資料の掲載

・ 様、 様訪問 回目
・両教室のチラシ作成、配布

月月
月月 ・ スクール人数の集計
月月 ・引き継ぎでの訪問

 サイト嗄声活動

サイトの内容

度は、図 に示すように小学校にチラシを配布し コードから へ
誘導して募集を行った。その際、参加者への連絡は応募した個々人にメールで行っていた。
そのため、伝達ミスが起きる可能性が生じ、当日の持ち物などの細かい連絡なども参加者
一人一人にメールをする必要があり手間がかかっていた。
本年度は、図 に示すように小学校にチラシを配布し、 コードから高島ゼミナール

の サイトに誘導し、 サイトに掲載されている応募用の から参加者
の募集を行った。その結果、ゼミ生が サイトに掲載した連絡事項を参加者各自に見て
もらうことでメールの手間を減らし、業務を効率化することができた。また、 サイト
には、ゼミ活動の紹介や 年度のプログラミング教室の様子等が掲載されており、
サイトを挟むことで参加者へ信頼感や安心感を与えることができた。

図 昨年度の募集の流れ 図 今年度の募集の流れ

また、 年度はプログラミング教室の授業中に のアカウント登録を行ったた
めに教室で行う内容に時間的な制約かかっていた。そこで、本年度は サイトでアカウ
ント登録の方法を掲載し、事前に登録してもらう形式に変更した。その結果、教室では児
童が にスムーズにサインインすることができ円滑に進めることができた。また、
事前に登録を行ってもらったことでプログラミング教室での授業時間を増やすことができ、

度よりも充実した授業内容で教室を開催することができた。
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サイトの反省

本年度の反省として サイトを完全に有効活用できていない点があげられた。
募集チームとの連携不足により、参加者の方に定期的に サイトを見てもらうよう

にしっかりと伝えることができなかった。そのため、教室開催前に参加者にメールと
サイトで再度連絡をすることになったが サイトはあまり閲覧されていなかった。こ
のことから募集のみではなく、情報発信の場としても改善を加える必要がある。
また教室で使用した教材の他に、家庭で学習ができる追加資料を掲載する予定だったが、

教室終了後から追加資料を掲載するまでに か月ほど期間が空いてしまった。教室開催に
向けた教材の準備や授業の準備に時間がかかってしまい、追加資料の制作に取り掛かるの
が遅れたためである。来年度は教室終了後すぐに追加資料を掲載し、児童のプログラミン
グへの意識が高まっているうちにその後の学習につなげていきたい。

 外部教育機関と協力関係の構築

外部のプログラミング教育機関との協力関係の構築の経緯

年度はプログラミング教室イベんとぉを開催し、児童にはプログラミングに興味を
持ってもらうことができた。しかし、プログラミングに興味を持ってもらうことはできた
が、その興味を活かして継続的に学ぶ環境を提供することはしなかった。そのため、本ゼ
ミナールの最終目標である、情報技術者志望の児童を増やす取り組みとしては不十分であ
ったと考えられる。そこで、本年度はプログラミング教室の開催後に継続的な学びに結び
付けることを目的に外部教育機関との協力関係の構築を考えた。
この目標達成を考えると、ゼミナール活動では活動に限界があり継続的な学びを提供で

きないと考えた。そこで教室イベント参加後もプログラミングをやりたいと感じた児童に
対して、ゼミ生が直接見学や交渉をすることで、信頼できる民間のプログラミング教室を
探し、情報提供をすることを考えた。本年度は教育提供方法の違う つのプログラミング
スクールと協力してもらうことができた。
協力してもらったプログラミングスクールは以下の通りである。

図 実際に作った ページの
ホーム画面

図 実際に作った ページの
参加募集画面
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 ながおか技術教育支援機構 様
 プログラミングスクール 様
 （株） ・コンピュータサービス 様

３つのプログラミングスクールはそれぞれ、上から順に各スクールに紹介をいただき、
交渉を行い、また紹介をいただく形で協力依頼を行っていった。まず、 様につい
ては 年度活動の際に長岡市教育委員会が実施するプログラミング教室の手伝いをさ
せていただいたことを契機に協力をしていただくことになった。尚、この点に関してはゼ
ミ指導教員がアドバイザーの協力依頼を の高橋様に依頼したことがきっかけに
なってご協力をしていただくことになった。

年度の活動に入って、上記のようにプログラミングスクールを紹介することを目標
に定めたため、 高橋様にゼミ生が経緯を説明し、プログラミングスクールを紹介
いただけないか依頼を行った。その結果、 様をご紹介頂いた。 様へアポイン
トを取り、本活動の趣旨を説明し交渉を行った結果、本活動への協力をいただくことにな
った。また、その際に本活動の趣旨に沿うような教室を他にご紹介いただけないか依頼し
たところ、 様をご紹介いただき、同様に協力をしていただく運びとなった。

様はアドバイザーに入っていただく関係もあり、プログラミング教室の共催を
行った。詳細については募集チームの活動報告を参照されたい。また、 様、
様に関しては、継続的な学びに結びつける取り組みとして、高島ゼミが開催するプログラ
ミング教室で両スクールの紹介を行った。

外部のプログラミングスクールとの教育提供方法の違いと協力内容

各プログラミングスクールとの教育提供方法の違いとして、ながおか技術教育支援機構
様は長岡市から委託を受けて長岡市内の各小学校のプログラミング教室を行っ

ている。 様は授業をオンライン方式で行っており、独自の教材を使用しクラス単位
ではなく、個人の進行に合わせたプログラミング授業を行っている。また大人や児童の親
が教室に通うことができる。 様は今年開業したため全体的に設備が新しく、現役
のプログラマーが講師としてプログラミング教室を行っている。また資格取得なども見据
えた授業を実施している。
協力内容では、ながおか技術教育支援機構 様とは、共同でのプログラミング

教室を開催した。また、プログラミングスクール 様、 様とは、ゼミ開催
のプログラミング教室に協力してもらった。協力内容として高島ゼミが開催するプログラ
ミング教室内で両スクールの紹介チラシを参加者に配布し、児童がチラシを持ってそれぞ
れの教室へ見学に行くことで、特典がもらえるように協力してもらった。
特典の内容については、ゼミ生が直接各教室に交渉し 様では図 に示すよう

な、プログラミング書籍、 様では図 に示すようなオリジナル水筒を児童にプ
レゼントしていただくことになった。

つのプログラミングスクールとは来年以降も引き続き協力関係の継続を結ぶことがで
き、共同での教材作成をしていきたいと考える。
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 反省点・改善点

チームの 年間の活動を通して活動を振り返った結果、 サイトの有効利用、
及びプログラミングスクールとの協力体制の継続が反省点・改善点として挙げられた。

サイトの有効活用については で述べた通り、他チームとの連携がうまくいかな
かった点が問題として挙げられる。そのため、プログラミング教室の応募フォームだけで
はなくプログラミング教室後の課題の掲載、あるいは協力いただいたプログラミングスク
ールへのリンクや照会などの継続的な学びの発信をしていくことが必要だと考えられる。
また、プログラミングスクールとの協力体制は本年度で修了にせず、継続的に協力関係を
築くとともに、協力いただけるプログラミング教室を拡充していくことが重要であると考
えている。

図 様 プログラミング書籍 図 様 オリジナル水筒
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アンケートチーム活動報告
 はじめに

アンケートチームの短期目標は「アンケートを通じて教育現場を知る」ことである。本
ゼミでは 年度、長岡市内の小学校教員に対するプログラミング必修化に伴う教育現
場の状況調査アンケートを行った。その際、本ゼミの実施する教室の指針となる情報を得
ること及びプログラミング教育に関する情報共有を行うことを目的としていた。

年度は教育現場の現状及び課題を把握するとともに、 年度のアンケート結果
から分かった課題と比較することで経年の変化を把握し、各小学校、教育委員会にフィー
ドバックを行うことを目的としてアンケートを実施することを考えた。アンケートに当た
っては、長岡市教育委員会の許可を受けて実施している。

 短期目標における活動概要
短期目標達成に向け、 年度の反省点を踏まえてアンケートの作成を行った。また、

アンケート結果については集計後、ゼミ生で分析を行い各小学校及び教育委員会にフィー
ドバックを行った。

年度のアンケートでは反省点が つ挙げられた。 つ目は「設問の意図が回答者に
伝わらず、本来の意図とは異なる回答が集まったこと」である。改善するために、アンケ
ート内容の第三者による確認を行った。ゼミ生が事前に考えたアンケート草案を教育委員
会の田中博徳様に確認していただき、助言を元に質問内容や表記の修正を行った。
つ目は「アンケートの回収率が想定より低かったこと」であり、改善策として つの

取り組みを行った。 つ目は、「アンケートの回答期間の延長」である。 年度の回答
期間が約 カ月と短い期間であったことが回収率の低下要因だと考えられたため、 年
度は回答期間を約 カ月とした。 つ目は「アンケート回答までのフロー簡略化」である。

年度は各小学校へアンケート依頼の封書を郵送し、その紙に記載されている コー
ドより にアクセスし回答する形式で行った。そのため、フォームまで 段階
行動を必要とし、 コードが読み取れない環境などでは回答してもらえない可能性があ
り、返答が低くなる傾向にあった。 年度はアンケート依頼をメールで行い、メールに

への を記載することでメールから直接回答できる形式に変更した。さ
らに依頼文と共にアンケートの質問一覧を添付し、回答目安時間を記載することで概要を
把握した上で答えてもらえるようにした。３つ目は「未回答の小学校へのメールの再送」
である。回答締め切りの約 週間前の時点で、未回答の小学校に対してアンケートの依頼
メールの再送を行った。
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 プログラミング教育必修化に伴うアンケート調査概要

 調査目的

長岡市内小学校のプログラミング教育に関して状況を把握するとともに、昨年度のアン
ケート結果から分かった課題や比較することで経年の変化を知ることを目的として実施し
た。

 調査対象

長岡市内の公立の小学校 校を対象とし、各校の中で情報担当者、学年主任、教務主任
等、プログラミング教育を中心に進められている教職員を対象とした。

 調査方法

・上記の小学校にアンケート依頼をメールで送付し、 を使用して実施した。
・回答期間は令和 年 月 日から 月 日とし、 校から回答を得た。

 回答数

年度 年度
アンケート送付校数 校 校
アンケート回答校数 校 校

回答率 ％％ ％
表 アンケート回答数と回収率

※ 年度のアンケートでは、 校については 名の教職員にご回答いただけたため、
回答校数は 校だが、収集できた総回答数は 件となっている。

図 アンケート回答数のグラフ
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 回答者の役職

回答者 重複
教務主任
情報担当
研究主任
低学年主任
中学年主任
高学年主任
情報教育主

任
高学年担任
その他

表 回答者の役職別回答数 図 回答者の役職別割合

※その他の回答では、プログラミング教育担当、主幹教諭、校長という回答であった。

 アンケート結果に対する考察まとめ
アンケートの質問内容は「回答者について」「プログラミングの授業について」「授業の

しかたについて」「その他、環境、意欲について」「昨年度との比較」「プログラミング教育
に必要な支援」の６つの項目に分けて実施した。本稿末尾に教育委員会と長岡市の各小学
校に提出した報告書の簡易版を付録として付ける。以下ではアンケート結果の考察につい
てのまとめを記す。
「昨年度との比較」の項目では、 年度の状況に比べて問題が改善した部分があると

する回答が ％であった。その一方、「授業のしかたについて」の項目では依然としてプ
ログラミング授業に対する困難は ％と高い水準にあった。困難を感じている教職員に対
する追加質問として、どのような点に問題を感じているか尋ねた。その結果「一人で教え
きれない」という回答が多く、人手不足の問題が顕著に表れていた。この要因として「回
答者について」の項目での集計結果から、プログラミング教育が可能な教員一人当たりで
受け持つことになる児童数が多いことが考えられる。その他にも 支援員との協力によ
って改善に努めているという意見や、外部講師の出前授業やボランティア等の派遣などの
人手を必要としている意見が挙げられたため、人手不足を解消するための支援策が求めら
れていることが考えられる。この点については、プログラミング教育に関する支援策の要
望について尋ねた設問でも、「外部講師による出前授業の実施」が と最も高く、他に
「教員向けの研修・セミナーの実施」に ％、「大学生等のボランティアの派遣・紹介」
に の回答があった。これらのことから、教員自身がプログラミング教育について難し
さや限界を感じていることが伺える。また、授業面の不安の他に「教育環境整備への費用
補助（ 等）」に ％、「プログラミング教材の費用補助」に の回答があり、設備
や教育環境の環境面・資金面での不足も感じている。これらの問題に対して我々が支援で
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きることとして、プログラミング授業の教材の提供や学生ボランティアなどの活動を通し
て援助できるのではないかと考える。さらに資金面については行政の資金補助がまだ必要
であると考える。
これらの人手不足に関わる問題に対しては一時的には外部から支援することによって問

題を解消しつつ、本質的な問題の解決のためにプログラミング教育の担当が可能な教員数
を増加させていくことが重要であると考えられる。さらに、人手を必要とする回答以外に
も教員向けのセミナーや講習会の充実を望む回答や算数科以外の利用可能なプログラミン
グ教育教材を知りたいという回答があった。提出した報告書では、プログラミング教材と
していくつかの物を事例として紹介している。特に というアプリケーションは、
最も利用されている 以外の教材として 年調査よりも利用が伸びており、有用
性を持っていると考えられる。これらの教材については我々のゼミ活動でも研究し、教材
としての利用および有用な教材が作成できた場合は共有を図っていきたいと考えている。

 まとめ

年度に実施した小学校教員に対するプログラミング必修化に伴う教育アンケート
に引き続き、 年度もアンケートに解答いただけた。本アンケート結果は 月 日
付けで長岡市教育委員会と市内各小学校に報告しており、情報共有を行っている。また、
本アンケートは実際の教育現場の現状及び課題を把握するとともに、昨年度のアンケート
結果から分かった課題と比較することで経年の変化を把握し、各小学校、教育委員会にフ
ィードバックを行うことを目的としていた。 年度に明らかになった、教員が授業を行
うことに不安があるという課題に対して、 支援員との協力や、研修の実施といった教
員の努力等によって課題が改善傾向にあることが明らかになった。また、我々が支援する
余地があると考えられるプログラミング教材や、支援する余地があると考えらえる部分な
ども明確になった。このこと等から、アンケートの目的は達成できたと考えられる。
また、本年度の反省点として、昨年度同様、新しく追加した設問について回答から意図

が伝わっていない質問があったことが判明した。その改善点として、来年度は質問文の表
現の見直しや選択式で問いかけるようにする等、質問内容を精査したい。また、アンケー
トだけでは調査しきれない教育現場での状況や、教材などについてヒアリングを行ってい
きたいと考えている。

Ⅱ- 291 



教室開催
 第 回プログラミング教室

 開催日

年 月 日 土 に開催日を定め、予定通りに実施した。
長岡市内小学校に通う児童 名とその保護者 名が参加した。

 教室のコンセプト

第 回プログラミング教室では、最新技術の を使ったプログラミングを体験しても
らうことで、児童にプログラミングについて興味を持ってもらい、継続的に学習を続けて
もらうためのきっかけを作った。プログラミング言語 や ３を使用すること
で、「 とジャンケン」をする体験をしてもらった。

 概要

年度に高島ゼミで最初に開催した第 回のプログラミング教室は、募集チームが
主担当として実施した。また、それ以外のチームについても当日は授業補助の役割で参加
している。この第 回のプログラミング教室はながおか技術支援機構の が主催、
高島ゼミナール共催、長岡市教育委員会協力の体制で外部組織との協働経験を積むことも
目的としている。
教室開催の当日、ゼミ生は 時 分に大学に集合し、事前に用意していた玄関前や教

室に貼るポスター、使用するパソコンなどの準備、会場の設営を行った。 時から受付が
始まり、教室参加者を玄関から 教室まで誘導した。その後 時に教室が始まり、教
室終了時間の 時まで２時間半で教室は無事終了した。本教室は 主催、高島ゼ
ミ共催、長岡市教育委員会協力で開催されたプログラミング教室だったため、プログラミ
ング教室の参加者の募集や管理は と教育委員会が行い、ゼミ生は会場の設営や
当日の児童へのサポートを行うことで、共同開催を実現した。教室開催前に と
打ち合わせを行い、当日の流れや参加者との接し方、教室内容や教材について理解を深め
た。
尚、当日は （ 月 日放送）、長岡新聞（ 月 日掲載）が取材に来た。

 プログラミング教室の内容

教室の内容は、プログラミング言語スクラッチを拡張して、 プログラミングを可能に
したストレッチ を使用し、児童に親しみのある火、草、水を模したキャラクター画像を
パソコンのカメラに映してパソコンに認識させる内容を実施した。また、じゃんけんのグ
ー、チョキ、パーの画像を 回以上コンピュータに認識させ、コンピュータに画像の特徴
を学習させることで、 とジャンケンをするプログラムの作成体験を行った。
児童 人につきゼミ生一人が付くことで、自分からは質問しづらい児童にも気軽に質問

ができる状況になり、サポートすることができた。小学校の授業でプログラミング教育が
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必修化していることからパソコンに慣れている児童も多く、分からない問題に直面しても
パソコンを操作しながら楽しんで考えていた。また、プログラミング教室の合間の休憩時
間では、児童同士の交流なども行われていた。
図 に実際の教室開催時の写真を示す。

 共同開催による成果

募集チームが中心となり、 から当日授業のレクチャーを受ける、事前の準備の
連絡を行う、前日に と相談しながら準備を行うなど、他の組織とイベントを開
催する協働経験を得ることができた。この経験をもって事前に打ち合わせておく必要のあ
る事項などについて学ぶことができた。
また、ゼミ生は自らが開催する第２回（ チーム担当）・３回目（アンケートチーム

担当）のプログラミング教室の参考にするため、プログラミング教室の参加者のサポート
や教室運営について から学ぶことができた。プログラミング教室のノウハウを
ゼミナールの学生たちが習得することができた結果として、第 回（ チーム）・３回
目（アンケートチーム）のプログラミング教室を成功させることができ、子供たちにプロ
グラミングを継続的に学ぶきっかけ作りになったと考えられる。

 反省点

第１回目の教室は、教室を体験したことがない３年生に教室のノウハウや運営について
学んでもらうという目的もあったが、参加できなかった３年生が多く、実際に学ぶ機会が
なかった点が挙げられる。

 改善点

改善点として、教室に参加できなかったゼミ生には教室のノウハウなどを共有すること
が挙げられる。 とのコミュニケーション不足については、詳しい授業の流れな
どを聞き、定期的に連絡を取ることで積極的にコミュニケーションを図っていく。

図 プログラミング体験教室中の写真 図 プログラミング体験教室中の写真
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 第 回プログラミング教室

 開催日

年 月 日 土 に定め、予定通り開催した。
長岡市内小学校に通う児童 名とその保護者 名の計 名が参加した。

 教室のコンセプト

第 回プログラミング教室では楽しみながら学び、プログラミングに興味を持ってもら
うということをコンセプトとした。テーマの選定にあたっては昨年、教室後アンケートの
中の「今後どのようなプログラミングをやってみたいか」という質問で高確率を占めたの
がアクションゲームを参考にした。そこで、本教室では小学校での使用率が一番多い
「 」を使用し、「アクションゲーム」をつくるという体験をしてもらった。
教室内ではアクションゲームをつくるうえで、プログラミングの 要素「順次」「分岐」

「繰り返し」を意識して教材となるアクションゲームを作成した。

 概要

第 回のプログラミング教室は チームが主担当として実施し、計画、教材作成、準
備、授業の実施まですべてゼミ生のみで行った。第 回同様、主担当以外のゼミ生も当日
は補助として参加している。
教室開催の当日、ゼミ生は 時 分前に集合し会場設営を行った。教室担当は児童が

使うパソコンの事前ログインと教材データのダウンロード、最終打ち合わせを行った。児
童の受付担当のゼミ生たちは各々の業務につくため各配置に付いて準備を行った。 時か
ら受付を開始し、 時までの 時間半で教室は無事終了した。
教室の開始は児童の欠席などの連携がうまくいかず、 分ほど開始時間を過ぎてしまっ

た。教室を進めながら進行状況を考え、休憩時間の調整などを行った。開始時間は過ぎて
しまったが、教室は予定通り 時に終わることができた。
なお、当日は長岡新聞（ 月 日掲載）が取材に来た。

 教室の内容

教材として作成したアクションゲームは、主人公の猫が横に進んで動き、二体の敵や落
とし穴、ワープゾーンを乗り越えてゴールを目指すゲームである。個々のプログラミング
の内容は難しいものと簡単なものを用意した。難しいものは資料の方に完成コードをのせ、
授業担当者が手本を示しながら、児童と一緒に作成する形式をとった。簡単なものはクイ
ズ形式にし、児童に自分達で考えてプログラミングを行ってもらった。教室中は、ゼミ生
が児童の近くに待機し、分からないことや質問がある児童の対応を行った。
教室の前半では上記のような方式をとってアクションゲームの基礎を作成した。また、

教室の後半では、完成したアクションゲームを自分達で好きなようにアレンジをしてもら
った。その後、他の児童がアレンジしたゲームを相互にプレイできる交流時間を設けた。
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交流時間の際には、児童だけでなく、保護者やゼミ生も加わり交流をした。

図 プログラミング教室の様子 図 アクションゲームの教材の一部

 掲載資料

プログラミング教室は時間の都合上、完成品
となったすべてのプログラムを教えることが
できていない。難易度の高いゲームの土台部分
に当たる箇所などは事前にゼミ生が作り、教室
ではそのコードを配布して授業を行っている。
そこで、本プログラミング教室で教えることが
できなかった土台部分は、教室後の自習学習の
ためにそれぞれマニュアルを作成して サ
イトに掲載した。

 反省点

反省点は教室の開始時間が遅れてしまったことである。要因としては つ挙げられる。
一つ目は、受付担当との連携がしっかりととれていなかったことであると考える。当日連
絡があった欠席者や無断欠席者の情報が教室内にいる担当者に伝わっていなかったため、
参加者が集まってもすぐに始めることができなかった。二つ目は、席の移動をしてもらっ
たことである。当日は来た人から自由に席についてもらったが、人数の関係もあり一部の
方に席の移動をしてもらったため時間がかかってしまった。

 改善点

改善点は二つある。一つ目は教室内のゼミ生と受付担当との連携をしっかりととること
である。欠席者が出たときなど報告・連携を随一行うことが必要だと思う。二つ目は席を
完全自由制にせず、教室に入ってきた際にゼミ生は友達がいるかなどの情報を聞き、席に
誘導することが必要だと考える。

図 サイトに掲載した資料の一部
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 第３回プログラミング教室

 開催日

年 月５日 土 に開催日を定め、予定通りに実施した。
長岡市内小学校に通う児童 名、保護者 名の計 名が参加した。

 教室のコンセプト

第 回プログラミング教室では、「 」を使用し自動販売機を作ることでプログラ
ミングを使用した 化や自動化の仕組みを理解することを目的としている。人間が行う
物を販売するという行動を抽象化し、機械化・プログラム化する際にその行動のどの部分
を変数にして、どの部分を分岐させればよいのかという一連の流れを体験してもらった。

 概要

第 回プログラミング教室はアンケートチームが主担当として実施し、計画、教材作成、
準備、授業の実施まですべてゼミ生のみで行った。第 回同様、主担当以外のゼミ生も
当日は補助として参加している。また、 が見学に訪れている。
教室開催の当日、ゼミ生は に大学に集合しチーム毎に分かれて教室準備に取り掛

かった。教室担当チームは使用するパソコンの事前ロ
グイン。マイクやモニターなどの機材の準備を行っ
た。
教室の開始は予定通り ： に行ったが、受講を

キャンセルする参加者が居た。教室中には参加者 名
につき 名のゼミ生が付き添い、参加者の対応に至っ
た。教室の途中には 分間の休憩を２回行い、その
間には参加者同士の交流も見受けられた。 ： に教
室が終了した。 図 実際の教室の写真

 プログラミング教室の内容

事前準備
募集校の多くが を使用しプログラミング授業を受けていることから の

登録方法やログインの説明などは割愛した。また、 のアカウントを持っている児童
はログインをしてもらい、アカウントを所持していない児童は今回の教室のデータをメー
ルにて送付することで自宅でも学習できるよう資料の配布を行った。

プログラムについて説明
本プログラミング教室では前半 分を準備やプログラムについて説明、休憩をはさみ

後半は を使用した授業とした。前半の説明では身近にあるプログラムの例を出し、
図 のように児童に考える時間を作り発表してもらう授業を行った。このようにするこ
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とで児童との対話、コミュニケーションによって児童の理解状況を把握し、充実感を得ら
れると考えたためである。図 のように後半の自動販売機のプログラム作成に関連付け
て説明することで、授業を聞き説明を受け、実際にやってみて理解ができるという内容に
することでわかりやすくプログラミングを学ぶことができると考えた。

図 児童に問いかけるスライド 図 プログラムと自動販売機の関連性

お持ち帰り課題

児童の進行度合いには個人差があり、早く終わった人が手持ち無沙汰にならないよう本
授業で作成した自動販売機にワンポイントアレンジの課題を作成した。少し難易度を上げ
ることで児童の自主性を高めることのできる内容にした。
また、ワンポイントアレンジの資料を児童に配布することにより自宅で続きが学べ、本

ゼミナールの目的でもある「情報技術を学ぶきっかけ作り」の効果が望める。

図 ワンポイントアレンジ資料

 反省点

教室進行の順番
自動販売機を作成する際、説明をしながらプログラムを作成するという手順を取ってい

たため完成図の予想がわからなく、手順の意味を理解することが困難だった児童がいるこ
とが反省点としてあげられる。
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説明の重要度
本授業の重要な個所は一度作業を止め、スライドを直接児童に見せて説明することで理

解を深める対応をしたが、他の箇所との差別化がはっきりとされておらず説明の仕方を変
えていく必要があると感じた。
事前準備
教材の作成、教室の進行、追加資料の作成。それぞれのチームの連携が出来ておらず、

変更の都度教室進行、資料やスライドの変更が余儀なくされた。

 改善策

を踏まえ、次回以降の改善策をそれぞれ考え 点挙げられる。
完成例の提示
自動販売機のプログラムを作る際、初めに完成例やどのようにして動くのか、また完成

したときのプログラム表を用いることで間違っている箇所の修正、児童の進行管理などが
しやすくなり戸惑いなどが減ると考えられる。
スライドの使い方
同じような授業を続けて行うと児童たちの集中力の低下や中だるみを起こしてしまう。

児童にとって大事で難しい内容を説明する場合、スライドではなく動画を使用することで
集中し理解ができると考える。
スケジュールの細分化
教室資料の作成、教室運営の練習、アンケート作成、アンケート回収など教室を開催す

るうえで事前にできる作業を分担しスケジュール作成を早めに行い、期限を設けての作業
を割り当てること大切だと考えられる。
上記の点を踏まえ、次回以降の開催に繋げていきたい。
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おわりに
 年度の成果～短期目標に対する自己評価～

年度は短期目標として 継続的な活動を維持するための教室のテンプレートの確
立、 業務効率を向上させるための サイトの作成、 長岡地域全体でプログラミング
教育を推し進めるための外部教育機関との協力関係構築、 公教育で行われているプログ
ラミング教育の実態把握のための小学校教員を対象としたアンケートの実施の つを目標
に活動を行った。加えて、これらの活動を実用するために 回のプログラミング教室の開
催を目標とした。

年度の成果を各チームの活動を基に自己評価を行い、図 に示すようにまとめた。

図 今年度の成果のまとめ

教室のテンプレートの確立については、地域小学校に協力を依頼する形でチラシを配布
し、 を用いて応募用のフォーム管理を行い、教室当日の運用などに対して一
連の仕組みづくりを達成することができた。一方、募集した定員数に対して、定員が完全
に充足しきらなかったことから、チラシの児童に対する訴求力が弱かったことが考えられ
る。また、小学校にチラシの配布を依頼するだけではなく、別のアプローチを考える必要
もあると考えられる。これらの点から教室のテンプレート確立に対する自己評価を の
達成度であると判断した。

サイトの作成については、 サイトを構築すること自体は達成した。また、教室
参加者の応募や、事前準備などの情報伝達を自動化することができたためある程度の結果
を達成することができた。一方、募集チームとの連携不足や、教室開催後の追加情報につ
いては段取りが悪かったため想定していたほどの成果を上げているとは言えない状況であ
る。そのため、 サイト作成の短期目標に対しての達成率は であると判断した。
外部教育機関との協力関係の構築については、 つのプログラミング教育機関と共同で

教室を開催できたこと、及び つのプログラミングスクールから協力を取り付けることが
できた。また、今後も つのスクールに協力をお願いしていることから、協力関係の協力
の短期目標はおおむね当初予定していた目標を完全に達成できているものと考えられる。
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したがって、自己評価を と設定した。
小学校の教員を対象に行ったアンケートについては、昨年より回答率を大幅に増やすこ

とができた。また、経年でアンケートを行ったことにより 年間でプログラミング教育で
どのような課題が生じているのかをより明確化することができた。一方、アンケートに関
する不備や、質問意図と異なる回答、回答いただけていない小学校が一定数あることなど
から、達成率を とした。
教室の開催については、 回の開催の目標を立てていた。本目標は純粋に開催回数を目

標として考えているため、 共催も含めて計３回プログラミング教室を開催するこ
とができたため とした。

 年度について
年度は現 年生が 年生となり、引き続き長期的な目標を視野に活動を行ってい

きたいと考えている。各チームが報告で述べている通り、それぞれ本年度の活動で問題点
や課題点が挙げられている。これらの問題点から、 年度の目標として現時点で各チー
ム つずつ課題を挙げた。
募集チームは第 回プログラミング教室の参加者が、追加募集を行ったにも関わらず募

集定員である 人に満たなかったことを反省点の一つとしてあげた。この反省点を踏ま
え、教室参加者の増加を目標として掲げた。募集チラシを児童が興味を持ってもらえるよ
うな構成にする、あるいはこれまで行っていた小学校にチラシ配布を依頼する以外の方法
を模索するなど工夫を加える予定である。

チームは今年度 サイトを作成し募集を行ったが、本来目標とするレベルの有
効活用には至らなかった。この反省点を踏まえ、来年度は の運用だけでなく、他のチ
ームの活動内容の業務と関連したマニュアル化を目標とし、 サイトを効率よく活用し
ていきたい。
アンケートチームは今年度のアンケート実施で終わらずアンケート結果に基づいて、個

別に注目すべき回答をいただいた小学校教員に個別にヒアリングを実施するなどの追跡調
査を実施することを目標とした。
また、来年度の活動は つ目に長岡ミライヱでのプログラミング教室の開催を実施する

予定である。これに加えて別途プログラミング教室の開催を行っていきたいと考えている。
また、 つ目にプログラミングスクールと共同で教材の作成に着手できれば良いと考えて
いる。
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付録アンケートの集計結果
以下は、長岡市教育委員会と長岡市内の各小学

校に送付したアンケート報告書の集計結果の一部
である。

■問 2 『プログラミングの授業について』
問問 学学習習指指導導要要領領のの「「小小学学校校段段階階ののププロロググララミミ
ンンググにに関関すするる学学習習活活動動のの分分類類」」ののななかかでで、、分分類類
のの「「学学習習指指導導要要領領にに例例示示さされれてていいるる単単元元等等でで実実施施
すするるもものの」」でで実実施施さされれてていいるるももののをを以以下下のの中中かからら
選選択択ででおお教教ええくくだだささいい。。（（複複数数可可））

問問 おおおおよよそそのの推推測測でで構構いいまませせんん。。「「単単元元でで実実
施施すするるもものの」」にに関関すするるププロロググララミミンンググ教教育育をを実実施施
ししててみみてて、、何何パパーーセセンントトくくららいいのの児児童童がが「「授授業業内内
でで教教ええたた内内容容をを消消化化ししててププロロググララミミンンググ能能力力のの素素
地地がが身身ににつついいてていいるる」」とと考考ええらられれまますすかか。。

問問 分分類類 のの中中でで「「総総合合的的なな学学習習」」でで貴貴校校独独自自
でで実実施施さされれてていいるるももののははあありりまますすかか。。ままたた、、下下図図
のの学学習習指指導導要要領領のの「「小小学学校校段段階階ののププロロググララミミンンググ
にに関関すするる学学習習活活動動のの分分類類」」のの中中でで実実施施さされれてていいるる
ももののははあありりまますすかか。。
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問問 貴貴校校でで実実際際にに実実施施さされれてていいるるももののをを以以下下
のの中中かかららおお選選びびいいたただだきき、、選選択択ししたた中中ででどどののよようう
ななここととをを教教ええてていいるるかか、、教教科科やや実実施施ししてていいるる内内容容
ななどど、、具具体体的的なな事事例例ををおお教教ええくくだだささいい。。

・ の総合的な学習の時間

・ 学習指導要領に例示されていないが、学習指導要領に

示される各教科等の内容を指導する中で実施するもの

・ 教育課程内で各教科等とは別に実施するもの

・ クラブ活動など、特定の児童を対象として、教育課程

内で実施するもの

・ 学校を会場とするが、教育課程外のもの

ににつついいててのの回回答答
プログラミングになれるねらい。ロボホンやビ
スケット体験

を使用したゲームを作成し、学習発表の
一例として全校児童や保護者にゲームをしても
らった。
プログラミング的思考の素地を養うため、学年
に応じてスクラッチまたはビスケットを活用、
プログラミングの体験程度， 支援員来校時
に行うことが多い
コンピュータの仕組みを知り、主体的に活用で
きるようにする。
６生のプログラミング的な思考を養うためにア
プリのドリトルを行った。
ロボットプログラミング、プログラミングに親
しむ
ロボットにプログラムを考え、それをもとに実

際に動かしている。
ににつついいててのの回回答答
社会のまとめ
社会の学習で、長岡市の車載メーターの例とし
て、赤外線センサーのついた車を作成し、事故
を防ぐ工夫について学習を行った。
全学年算数のプログラミング単元
年生の国語の古典の学習で、様子をプログラ

ミングで動画にし、学習発表会で披露した。
ロボットプログラミング、ビジュアルプログラ
ミング
～～ ににつついいててのの回回答答
ロボットを動かすプログラミング出前授業
ロボット工作クラブでロボットを動かすための
装置を作成している。
４５分
年８回のクラブ活動の中で、 、

をもちいた学習を行っている。
年１５回程度 一回６０分
クラブ活動での実施。ロボコンを操作、プロ

グラムする活動。 日間。 日 時間半程度。
講師の方からプログラミング授業を 年生から
年生で教えていただく予定
クラブ活動 隔週で 分
スクラッチを活用して、簡単なゲームを作る。
１５時から１回４５分。

を活用したオリジナルゲーム作り

■問 3 『授業のしかたについて』
問問 授授業業内内でで使使用用ししてていいるるププロロググララミミンンググ言言
語語（（ 等等））ががああれればばおお教教ええくくだだささいい。。ままたた、、
使使っってていいなないい場場合合はは、、「「分分類類 のの単単元元等等でで実実施施すす
るるもものの」」ににつついいててどどののよよううにに対対応応ししててるるかかをを「「そそ
のの他他」」のの欄欄ででおお教教ええくくだだささいい。。
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問問 授授業業等等をを実実施施すするる際際ににププロロググララミミンンググ用用
のの教教材材（（教教科科書書やや書書籍籍、、参参考考資資料料、、独独自自のの資資料料等等））
のの使使用用ににつついいてておお尋尋ねねししまますす。。以以下下のの選選択択肢肢でで合合
致致すするるももののををおお選選びびくくだだささいい。。

問問 教教科科書書名名やや書書籍籍名名、、 ササイイトトのの
ななどどををおお教教ええくくだだささいい。。

※学校図書については教科名がなかったものを集
計した。

ままたた、、ププロロググララミミンンググ言言語語以以外外のの教教材材ととししてて、、２２
校校かからら のの回回答答ををいいたただだいいたたたためめ、、紹紹介介すするる。。

アアーーテテッッククロロボボ

アーテックロボとは、ブロックで遊びながら

かたちを組み立て、プログラミングをして思い

通りの動きを与えるプログラミングロボットキ

ットである。

この教材の特長として、以下の つが挙げら

れる。

① ブロック遊び感覚で自由にロボットを

つくることができる

② ドラッグ＆ドロップでロボットのプロ

グラミングができる

③ アイデア次第でさまざまなロボットが

つくることができる

また、あらかじめ 種類のサンプルプログラ

ムが用意されているため、プログラミング技術

がなくとも、つくって動かす楽しさから体験を

始めることができる。

アーテックロボでの学習によって、論理的思

考力・問題解決能力・創造力が身につく。

料金：有料、キット購入が必要である。

参考：アーテックロボ

キットサンプル

ププロロググルル

ドリル型の学習教材。算数と理科の２コースが

用意されている。

算数コースはブラウザから使用可能で、インス

トールやログインの手続きが不要である。小学校

、 年生向けである、多角形、公倍数、平均値、

最頻値、中央値の考え方をプログラミングを通し
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問問 授授業業中中にに注注意意ししてていいるる点点ががああれればばおお教教ええ
くくだだささいい。。

そそのの他他
なんのために学習をしているのかを明確にす
るようにする。
児童に内容がつたわっているか確認している。

新しい機能等を使う場合に、使い方を注意を
児童の興味・関心とプログラミング的な思考が
働くように意識している。
ＩＣＴサポーターと連携して進めている。
例示にあることも注意しているが、児童の様
子・時間・環境など多岐にわたる
教科書を中心に思考力の育成を図っている
習熟度合いの把握と楽しみながら学べること
ふざけた内容にならないように、また、遅れる
子がいないように、逸脱した内容がないように
注意している。
児児童童にに内内容容がが伝伝わわっってていいるるかか適適宜宜確確認認ししてていい
るる
児童に内容が伝わっているか適宜確認してい
る。
児童に内容が伝わっているか確認すながら進
める
児童に内容が伝わっているか確認をしている
児童が理解して進めているか
児童に内容が伝わっているか適宜確認してい
る。児童が楽しめるような工夫をしている。
児童に内容が伝わっているか適宜確認してい
る。遅れてしまっている児童がいないか確認し
ている。
児児童童がが楽楽ししめめるるよよううなな工工夫夫ををししてていいるる
児童が楽しめるような工夫をしている。
児童が楽しめる工夫をしている。
児童に内容が伝わっているか適宜確認してい
る。児童が楽しめるような工夫をしている。
児童が楽しめるような工夫をしている。遅れて
しまっている児童がいないか確認している。
遅遅れれててししままっってていいるる児児童童ががいいなないいかか確確認認ししてて
いいるる
遅れてしまっている児童がいないか確認しな
がら進めている。
遅れがないか確認する
遅れてしまっている児童がいないか確認して
いる。

て学ぶ。１つの考え方につき各１～１０レベルま

であり、段階的に行える。レベルごとの目標達成

に向けてプログラムを組む。例）線に沿ってイラス

トを動かすという目標を達成するために「進む」「右を

向く」等のブロックを組み合わせる。

それぞれのコースの教材と指導案を無料で利

用することができる。

理科コースは「プログル 年理科電気キット」

の購入が必要だ。新学習指導要領に例示された理

科 年電気の利用についての教材である。黒板掲

示用ブロックイメージ画像データやレクリエー

ション案などが含まれた指導者用のキットも販

売されており、またブラウザから指導案のダウン

ロードも可能である。

「プログラミング教育に興味はあるけど、授業

をどう進めたら良いのかわからない」「教科の時

間に取り組みたいが、使いやすい教材が見つから

ない」といった教員の悩みを解決することができ

る。

料金：算数コース無料 理科コース有料

参考：プログル
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内容についてこれていない児童がいるか確認
している。
児童の進度の差（簡単すぎて時間を持て余して
いないか、逆に遅れ気味で、ただ隣の児童のま
ねばかりになっていないか））
遅れてしまっている児童がいないかの確認
遅れている児童がいないかの確認
遅れてしまっている児童がいないか確認して
いる。
遅れてしまっている児童がいないか確認して
いる
操作方法について、１つ１つのステップがクリ
アできているか確認しながら進めている。
プログラミングがうまくできない児童の支援
児童に内容が伝わっているか適宜確認してい
る。遅れてしまっている児童がいないか確認し
ている。
児童が楽しめるような工夫をしている。遅れて
しまっている児童がいないか確認している。
※色のある部分は重複している回答である

問問 授授業業ででププロロググララミミンンググをを教教ええるるととききにに困困
っってていいるる・・問問題題をを感感じじてていいるるここととははあありりまますすかか。。

問問 指指導導すするる際際にに困困っってていいるるここととやや問問題題をを
感感じじてていいるるここととでで、、以以下下のの中中にに該該当当すするるももののががああ
れればばおお教教ええくくだだささいい。。

問問 でで挙挙げげらられれてていいるるこことと以以外外でで、、ププロロ
ググララミミンンググ教教育育のの際際にに困困っってていいるる・・問問題題をを感感じじてて
いいるるここととががああれればばおお教教ええくくだだささいい。。
教教員員自自身身のの指指導導力力やや知知識識にに関関すするる不不安安
プログラミングに精通している職員が少ない
プログラミングに精通している教員が少な
い。
指導力の差
指導に自信がもてない
教師の知識・技能の差 明確なカリキュラム
や指導計画がないこと
教教材材にに関関ししてて
どのような教材を使えばいいのか（効果的
か）についての情報がない
現在，算数の教科書に載っているＱＲコード
を読み取り，プログラミング教育に関わる授
業を行っている。しかし，算数科だけでな
く，他教科でもプログラミング教育ができる
ような教材を知りたい。
教材研究の時間がない。
そそのの他他
プログラミング的思考自体はプログラミング
ソフト等の体験以外でも十分に育てられると
考える。プログラミングについての知識・技
能はどの程度つけるのか当校では明確にでき
ていない。
楽しい活動で終わってしまい、学習の目的を
達成していないときがある。
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どうしても児童と教師の１対１のやりとりに
終止してしまい、一人の教師だけではフォロ
ーしきれない。分からないことがあると、子
どもたちの質問攻めになってしまいがち。子
どもどうしでの教え合い・話し合いが成り立
たない（理屈ではなく「そうなるから」とし
かアドバイスできなかったり、ただの操作の
伝達になってしまったり）。
時数の調整

また、「算数科だけでなく，他教科でもプログラ
ミング教育ができるような教材を知りたい。」とい
う回答があったため、ゼゼミミ生生でで教教材材をを調調べべ、、特特長長
ををまとめた。

’  
構文や言語の知識がなくても直感的な操作が

可能なツールであるため、未就学児でも作品をつ

くることができる。そして自由度が高いため、算

数や理科の授業内だけでなく、音楽や図工の時間

にも活用できるツールである。

～特長～

・ ’を利用することで、想像力、論理的

思考力、試行錯誤力、物語力、表現力、マーケ

ティング力が身につく。

・学校向けに用意された「 ’ 」

のアカウントを発行することで、作成した作品

を学校内やクラス内でしか共有できないよう

に制限することができる。

・ 年 月末時点で 以上の事業者、学校

で利用されている。

が を活用した小学校 年生か

ら 年生向けに設計した無料のプログラミング

教育カリキュラムである。

以下のように つのコースがある。

①「 でプログラミン

グをはじめよう」 を初めて使

う児童が基礎操作や、プログラミング

の基礎（順次、繰り返し、条件分岐、

イベント等）を学べる。

②「私たちのまちのよさをプログラミング

で広めよう」主に 年生以上の学年向

けの地図アプリやクイズといったプロ

グラムを開発するコース。教員向けに

スライド、ワークシートなどの指導案

が用意されている。

～特長～

・チュートリアル形式に進めていくので分かり

やすく、児童ごとのペースで学べる。

・ のクラスを作ることで、児童の進捗

やプログラミングを確認できる。

・現場の教員が中心となっている と協力し

ており、オンラインでの事例の発表や勉強会

などを通して、プログラミング教育に興味の

ある他の教員と交流ができる。

参考文献

『日本のプログ

ラミング教育を支援するカリキュラム「

」を公開』 より引用

（ 閲覧）

「 」は、 みらい財団が放送大

学、千葉大学と共同で開発している無償のプログ

ラミング学習プラットフォームである。

を参考にしたビジュアル型のプログラミング言

語を使用するため、簡単にプログラムを書き、実

行することが可能である。
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■問 4 『その他、環境、意欲について』
問問 授授業業ででのの内内容容にに関関ししてて、、ププロロググララミミンンググ
教教育育をを受受けけたた児児童童ががどどののくくららいいののここととががででききるるよよ
ううににななっってていいるるかかををおお教教ええくくだだささいい。。

～学ぶ側の特長～

① ゲーム感覚で取り組める学習コンテンツを

通して、プログラミングの考え方を学ぶこと

ができる。

・「ミッション」では、 レンジャーのキャ

ラクターを動かすプログラムを考えること

で、ゲーム感覚でプログラミングの基礎を学

ぶことができる。

・「レッスン」では、作品例や学習資料を元に、

プログラミングに挑戦することができる。

・「コース」は、テーマや目標に沿ったレッスン

が集められている学習スペースである。

②「ワークスペース」では、ビジュアル型のプロ

グラミング言語を使い、オリジナルの作品を制

作できる。

③「みんなの作品」では、共有された作品のプロ

グラムの活用や作品の参考にできる。※現在共

有されている作品は イベントで募

った作品のみ。

～教える側の特長～

① 学習指導要領に則った公式教材を無料で提

供している。

・「配布用のワークシート」、「指導者用のガイ

ドブック」、「授業で使用するスライド資料」

といった授業用の資料が教科・学年別のレッ

スンとセットに用意されているため、そのま

まプログラミング授業に活用することでで

きる。

② ブラウザを利用するため、インストール等の

準備が不要である。

・ 含む 、

での利用を推奨している。

・オフライン版のダウンロードも可能なため、

インターネット接続がない場合でも、ワーク

スペースを利用がすることができる。

参考文献

みらい財団『 公式サイト』

閲覧

みらい財団『プログラミング教育の取り組

み 』 閲 覧
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問問 ププロロググララミミンンググのの素素養養にに関関ししてて、、ププロロググ
ララミミンンググ教教育育をを受受けけたた児児童童ががどどののくくららいいののここととがが
ででききるるよよううににななっってていいるるかかををおお教教ええくくだだささいい。。

問問 学学校校でで児児童童ががどどののくくららいいタタブブレレッットトをを使使
いいここななせせてていいるるかかををおお教教ええくくだだささいい。。
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問問 タタブブレレッットトのの利利用用ににつついいてて困困っってていいるる・・
問問題題にに感感じじてていいるるここととががああれればばおお教教ええくくだだささいい。。

保保管管にに難難ががかかかかるる
保管方法に手間がかかる
保管に手間がかかる
机が狭くなる 体育館にインターネット環境
がない
保管場所にかぎがかかってて児童が使う際に
使えない場合がある。
「保管方法に手間がかかる」「児童が授業に関
係ないことに使う」
保管庫にしまうのが手間（１箇所であるため時
間がかかる）。引き出しにしまうと取り出せな
い（机の規格が古く、引き出しの大きさとぴっ
たりで指を差し込めず取り出しにくい）。児童
が授業に関係ないことに使っていないか気を
配る必要がある。
保管方法に手間がかかる
児児童童がが勝勝手手にに使使うう・・使使おおううととすするる
自分たちでルールを決め、守り続けること 善
悪の判断を自分で行うこと 教師がいない場
で正しい使い方で使用すること
「児童が指示以外のことをすることがある」
「タブレット使用に執着しやすい」
児童が授業に関係ないことに使おうとしがち。
直接話したり、ノートに書いたりすればできる
ものを、なんでもタブレットでしようとする。
ルールの範囲から逸脱する、勝手な操作をして

しまう、児童のスキルの差が大きい、機器を破
損させてしまう、理解しているのか把握が難し
い
「保管方法に手間がかかる」「児童が授業に関
係ないことに使う」
関係ないことに使う すぐにやめられない
保管庫にしまうのが手間（１箇所であるため時
間がかかる）。引き出しにしまうと取り出せな
い（机の規格が古く、引き出しの大きさとぴっ
たりで指を差し込めず取り出しにくい）。児童
が授業に関係ないことに使っていないか気を
配る必要がある。
授業以外（休み時間等）でも使用したがる児童
がいおり、勝手に使いたがる
ルルーールルのの整整備備
自分たちでルールを決め、守り続けること 善
悪の判断を自分で行うこと 教師がいない場
で正しい使い方で使用すること
ルール作り
持ち帰りを含めた使用上のルール等の整備。
イインンタターーネネッットト環環境境のの問問題題
机が狭くなる 体育館にインターネット環境
がない
無線 が届かない教室がある。
ネット環境の整備 タブレットを利用する学
習の精査
そそのの他他
視力や姿勢が悪い児童が多くなってきている。
どの場面で活用していくかが難しい。
タブレットを介したコミュニケーションと対
面でのコミュニケーションのバランス（教育課
程内で）の取り方が難しい。タブレットを使い
こなすことも大切だが、直接人と関わって学ぶ
機会も多くさせたい。
何をしているかが把握できない。不具合が出た
ときや操作方法を教える手間が大きい。
破損、故障の修理費
特にありません。

Ⅱ- 311 



問問 児児童童ががププロロググララミミンンググ教教育育をを実実施施すするる中中
でで、、特特にに楽楽ししそそううにに取取りり組組んんででいいたたりり、、興興味味をを持持
っってていいるるとと印印象象にに残残っったたももののははああるるででししょょううかか。。
ああれればばおお教教ええくくだだささいい。。

スクラッチを使ったプログラミング体験活動
スクラッチ

、アーテックロボ
ロボット操作 スクラッチ
スクラッチやロボットを楽しそうにうごかし
ている姿
ゲームを作成するもの 音を使ったプログラ
ミング（ ）
ロロボボッットトププロロググララミミンンググ

、アーテックロボ
５年生のロボホン
ロボットを動かすプログラミング授業
ロボホンなどのように、映像などでなく、実物
が動くものは達成感を感じていた印象です。
ロボホンや理科の時間のプログラミングはど
れも楽しそうに取り組む。
ロボホンの出前授業
ロボホン出前授業
ロボットプログラミング、ロボコン教室
ロボット操作 スクラッチ
市の事業でプログラミング講座を受講した際、
指示した内容をロボットが話したり動いたり
したときは、実際に操作している実感が生ま
れ、楽しそうにやっていた。ロボット同士で会
話をさせているペアもあった。
スクラッチやロボットを楽しそうにうごかし
ている姿
プログラミングロボット
試試行行錯錯誤誤ししたたりり目目的的をを達達成成ししたたとときき
算数教科書に載っているような「ハノイの塔」
「正三角形をかく」など，自分でプログラミン
グを組むことで，実際にその通りに動くという

活動には，子どもたちも非常に興味を持ってい
たように感じた。しかし，総合的な活動の時間
などで，プログラミング思考を育むような活動
（ＰＤＣＡサイクル）では，視覚的な楽しみが
無く，上記の活動よりは興味深々というような
様子ではなかった。
自分の考えか通りに動作したときや、目的を達
成したときに満足感を感じていると思われる。
ロボホンなどのように、映像などでなく、実物
が動くものは達成感を感じていた印象です。
試行錯誤の回数が普段より増えている。
市の事業でプログラミング講座を受講した際、
指示した内容をロボットが話したり動いたり
したときは、実際に操作している実感が生ま
れ、楽しそうにやっていた。ロボット同士で会
話をさせているペアもあった。
自分で作ったプログラムでアニメなどが動か
せたとき。
スクラッチやロボットを楽しそうにうごかし
ている姿
そそのの他他
タイピングゲーム
ゲーム要素を含んだプログラミング体験
タイピング練習サイト
わかりません
教科書に取り上げられている教材の有効利用
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問問 文文部部科科学学省省でではは小小学学校校ププロロググララミミンンググ教教
育育のの手手引引（（第第三三版版））ににてて「「ププロロググララミミンンググ教教育育ののねね
ららいい」」ににつついいてておおおおままかかにに３３つつ挙挙げげてていいまますす。。そそ
れれららををどどのの程程度度、、達達成成ででききてていいるるとと感感じじまますすかか。。
以以下下のの項項目目ににつついいてておお答答ええくくだだささいい

■問 『昨年度との比較』
問問 昨昨年年度度実実施施ししたたアアンンケケーートトかからら、、「「授授業業にに
おおいいててどどののよよううなな教教材材ややソソフフトトをを使使っったたららよよいいかか
わわかかららなないい。。」」「「タタブブレレッットトのの管管理理方方法法がが難難ししいい。。」」
等等のの困困っってていいるるここととをを挙挙げげてていいたただだききままししたた。。ここ
ののよよううなな問問題題点点ににつついいてて現現在在ままででにに改改善善ででききたたここ
ととががあありりままししたたらら教教ええててくくだだささいい。。ままたた、、今今年年度度
改改善善ででききそそううななここととににつついいててももおお教教ええくくだだささいい。。
改改善善ででききたた
ＩＣＴ支援員と協力して改善しています。
タブレットの管理については、家庭への持ち
帰りが始まったことから，家庭に任せている
部部が大きい。
使用することを目的にするのではなく、学習
の一つの手段としてプログラミングを利用し
ているようにしている。そのために、教師が
いろいろなプログラミングソフトやロボット
を使用することで、使用する長短を把握して
いる。

サポーターさんや市センの研修等、タブ
レットの活用研修を設定してもらうことで、
指導に使えるようになった。

サポーターと協力して、研修等を行う。
職員の実施交流、外部講師を招いての研修等
で昨年よりも実施力は向上してきている。
授業につかうアプリやツールへの理解・活
用、端末の管理方法が改善された
使えるアプリが増えたのでこれから使ってみ
たいものがある（音楽ソフトなど）。
教師側が操作方法に慣れ、各教科の授業に活
用できるようになってきている。
改改善善ででききてていいなないい
また、教材やソフトの選定については改善さ
れていない。
「授業においてどのような教材やソフトを使
ったらよいかわからない。」については，現在
でも困っています。ＩＣＴサポーターからも
らう情報が頼りです。
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タブレットを活用すると時間が無くなるとき
がある。
タブレットを家庭で管理できるとよい。
そそのの他他
当校でのプログラミング教育は、昨年度、ク
ラブ活動でスクラッチを使用、各学年の算数
の「プログラミング単元」で１時間程度使用
のみです。

■問 6 『プログラミング教育に必要な支援』
問問 ププロロググララミミンンググ教教育育をを行行うう上上でで、、どどののよよううなな
支支援援をを必必要要ととししてていいまますすかか。。該該当当すするるももののががああれれ
ばば選選択択ししててくくだだささいい。。（（複複数数可可））
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